
江
戸
時
代
、
千
葉
市
と
隣
接
し
た
大
網
白
里
に
は
、
外
の
地
域
と
比
べ
る
と
珍
し
い
ほ
ど
多
く
の
日
蓮
門
下
の
檀
林
が
開
設
さ
れ

た
。
小
西
・
宮
谷
・
細
草
、
そ
し
て
養
安
寺
檀
林
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
隣
接
す
る
東
金
に
は
大
沼
田
檀
林
、
更
に
養
安
寺
檀
林
と
関

の
ろ

係
の
深
い
野
呂
檀
林
（
千
葉
市
野
呂
町
）
も
比
較
的
近
い
距
離
に
あ
る
。
日
蓮
門
下
の
寺
院
が
東
上
総
の
大
綱
白
里
周
辺
に
多
か
っ

た
理
由
に
、
「
七
里
法
華
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
政
治
と
宗
教
が
結
び
付
い
た
伝
承
が
あ
る
。
事
実
、
千
葉
県
発
行
の
「
千
葉
県
宗
教

と
け

法
人
名
簿
」
に
よ
る
と
土
気
城
の
お
膝
元
に
あ
っ
た
大
綱
白
里
に
は
、
現
在
日
蓮
宗
一
八
ヶ
寺
、
顕
本
法
華
宗
一
八
ヶ
寺
、
法
華
宗

（
本
門
流
）
六
ヶ
寺
等
が
あ
り
、
真
言
・
天
台
宗
寺
院
は
皆
無
で
あ
る
。

お
ん
で
ん
じ

本
稿
で
取
り
上
げ
る
法
雲
山
遠
謡
寺
「
細
草
檀
林
」
は
、
幕
府
と
深
い
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
敬
台
院
の
支
援
に
よ
る
開
設
と
い
う

特
殊
な
植
林
で
あ
る
。
更
に
富
士
派
、
八
品
派
合
同
の
学
問
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
他
檀
で
は
類
例
を
見
な
い
希
有
な
檀
林

で
あ
っ
た
。 は

じ
め
に

「
細
草
檀
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
檀
に
至
る
軌
跡

古
山
豊
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㈲
日
弁
開
山
の
大
本
山
鷲
山
寺
と
し

東
金
市
田
間
に
高
福
山
上
行
寺
が
あ
る
。
現

（
１
）

法
華
に
改
宗
し
た
。
建
治
二
二
二
七
六
）
年
捲

主
北
条
久
時
を
折
伏
し
、
法
華
の
信
者
と
し
た
。

日
弁
開
山
の
大
本
山
鷲
山
寺
と
上

同
寺
が
大
正
九
（
一
九
二
○
）
年
九
月
、
文
部
省
に
提
出
し
た
文
書
「
当
山
由
緒
書
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

わ
し
の
す

開
祖
日
弁
ハ
聖
祖
（
日
蓮
）
ノ
命
ヲ
蒙
リ
、
建
治
二
年
、
南
総
砺
巣
大
本
山
鷲
山
寺
ノ
創
立
後
、
一
笠
弧
杖
、
常
奥
羽
ノ
三
州

か
、
つ
ロ
リ

ヲ
弘
通
ノ
途
次
、
松
之
郷
久
我
台
ノ
城
主
北
条
武
蔵
守
平
久
時
ヲ
折
伏
教
化
シ
、
其
ノ
菩
提
寺
ナ
ル
ヲ
改
宗
セ
シ
メ
、
弘
通
道

っ

ぽ
〃
、

場
ト
シ
、
足
ヲ
止
メ
四
近
ヲ
教
化
シ
、
帰
依
ス
ル
者
四
方
二
相
亜
グ
。
其
ノ
後
、
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
地
ヲ
ト
シ
テ
、
願

（
２
）

〃
か

い
た

（
３
）

成
就
寺
ノ
堂
宇
ヲ
鴇
ケ
峰
北
方
高
邸
二
創
立
シ
テ
、
現
時
二
藻
ル
（
以
下
略
）

享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
、
二
四
世
日
寛
の
時
に
、
久
我
台
か
ら
街
中
の
田
間
に
移
転
し
た
。

同
じ
く
東
金
市
田
間
に
法
華
宗
（
本
門
流
）
に
属
す
る
自
在
山
長
久
寺
が
あ
る
。
本
寺
は
、
永
禄
二
（
一
五
五
九
）
年
三
月
、
鷲

山
寺
の
一
○
世
住
職
日
進
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
開
基
後
間
も
な
い
時
期
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
日
蓮
門

下
の
学
問
所
が
設
置
さ
れ
た
。
正
確
な
時
代
や
規
模
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
こ
の
場
所
に
は
神
社
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）

学
問
所
は
そ
の
後
、
東
金
大
沼
田
の
妙
経
寺
に
移
さ
れ
た
。
長
久
寺
開
山
の
日
進
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
長
久
寺
に
設
け

ら
れ
た
学
問
所
が
妙
経
寺
に
移
さ
れ
た
背
景
に
は
、
沼
田
が
大
本
山
鷲
山
寺
か
ら
近
い
距
離
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
妙
経
寺
が
古
刹
で

し
か
も
敷
地
面
積
も
広
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
移
転
の
要
因
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
細
草
檀
林
の
開
設
前
史
に
お
け
る
動
向行

寺
・
長
久
寺

に
高
福
山
上
行
寺
が
あ
る
。
現
在
は
法
華
宗
（
本
門
流
）
で
あ
る
が
、
古
く
は
真
言
宗
で
正
応
二
（
一
二
八
九
）
年
、

｛
ｌ
）

た
。
建
治
二
二
二
七
六
）
年
茂
原
の
砿
山
寺
を
創
建
し
た
日
弁
は
、
そ
の
後
、
東
金
の
地
に
て
当
時
の
久
我
台
城
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口
長
久
寺
か
ら
大
沼
田
植
林
へ

東
金
市
大
沼
田
に
あ
る
法
輪
山
妙
経
寺
は
、
法
華
宗
（
本
門
流
）
に
属
し
茂
原
砿
山
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
醍

醐
天
皇
の
御
宇
、
正
中
二
（
一
三
二
五
）
年
蓮
秀
日
寿
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
で
あ
る
。
日
寿
は
日
弁
の
高
弟
で
、
常
に
師
と

行
動
を
共
に
し
師
の
教
え
を
弘
め
、
各
地
に
寺
院
を
創
建
し
て
い
る
。
同
寺
に
大
沼
田
檀
林
が
創
設
さ
れ
た
の
は
元
和
八
（
一
六
二

二
）
年
と
伝
え
ら
れ
、
前
述
の
如
く
田
間
に
あ
っ
た
学
問
所
を
当
地
に
移
転
し
開
設
さ
れ
た
。

（
５
）

「
沼
田
檀
林
誌
」
は
、
当
植
林
の
動
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

す
ぐ
な

わ
ず
か

六
世
日
治
、
弁
門
ヨ
リ
出
ヅ
。
此
ノ
時
、
所
化
紗
ク
能
化
線
二
七
人
ナ
リ
シ
ガ
、
鋭
意
復
興
二
努
力
サ
レ
、
冥
祐
力
天
助
力
、

陣
門
日
順
ハ
宮
谷
能
ト
不
和
ニ
テ
破
概
、
七
十
五
人
ノ
所
化
ヲ
引
卒
シ
テ
日
治
ヲ
設
慕
シ
来
リ
、
直
チ
ニ
伴
頭
二
推
サ
レ
、
日

治
隠
居
後
ハ
本
院
二
累
進
サ
ル
。
七
十
五
人
ノ
中
三
人
ハ
宮
谷
へ
和
睦
帰
桜
シ
、
七
十
二
人
ハ
残
留
ス
。
是
し
、
陣
門
所
化
当

ら
ん
し
よ
う

こ
つ
？
ｌ
》

檀
へ
入
棚
ノ
濫
鵤
ニ
シ
テ
、
七
世
日
順
ハ
陣
門
歴
代
ノ
噛
矢
ナ
リ
。
案
ズ
ル
ニ
、
一
世
ヨ
リ
六
世
二
至
ル
間
、
弁
門
三
代
、

什
門
三
代
、
七
世
ハ
更
二
陣
門
二
移
ル
。

大
沼
田
（
沼
田
）
檀
林
は
、
弁
門
（
日
弁
Ⅱ
茂
原
鷲
山
寺
）
の
檀
林
と
し
て
発
足
し
た
が
、
弁
門
の
み
で
は
経
営
が
困
難
で
、
什
門

（
日
什
Ⅱ
京
都
妙
満
寺
祖
・
日
什
門
流
）
の
力
を
か
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
北
は
片
貝
（
現
九
十
九
里
町
）
よ
り
南
は
真
亀
（
現

み
や
ざ
く
（
６
）

白
子
町
）
に
至
る
四
里
四
方
の
什
門
学
徒
は
宮
谷
植
林
に
行
か
ず
当
檀
林
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
然
る
に
寛
永
一
八
（
一
六

「
細
草
檀
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
捜
に
至
る
軌
跡

享
保
年
間
、
東
金
松
之
郷
久
我
台
に
あ
っ
た
上
行
寺
が
田
間
に
移
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
久
寺
は
そ
の
末
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
「
江

戸
幕
府
寺
院
本
末
帳
集
成
（
中
匡
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
寺
は
、
『
東
金
市
史
」
（
総
集
篇
）
に
よ
る
と
、
明
治
三
二
（
一
八
九

九
）
年
一
二
月
失
火
に
よ
り
檀
林
で
あ
っ
た
当
時
の
講
堂
（
大
本
堂
）
が
焼
失
し
た
こ
と
が
解
る
。
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四
二
年
、
学
徒
の
間
に
訴
訟
が
起
こ
り
、
ま
さ
に
廃
檀
に
さ
ら
さ
れ
た
時
に
三
世
日
弘
が
復
興
に
力
を
注
ぎ
、
中
興
の
祖
と
仰
が

れ
た
。
ま
た
元
禄
の
初
め
頃
、
六
世
日
治
の
代
に
も
衰
微
し
、
能
化
・
所
化
合
せ
て
七
名
し
か
い
な
く
な
っ
た
。
そ
の
時
、
宮
谷
檀

林
に
学
ん
で
い
た
陣
門
（
日
陣
Ⅱ
京
都
本
禅
寺
祖
、
本
山
越
後
本
成
寺
・
日
陣
門
流
）
学
徒
は
、
宮
谷
の
能
化
と
不
和
に
な
り
、
七
五

名
の
学
徒
を
引
率
し
て
当
檀
林
に
入
檀
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
廃
檀
せ
ず
に
命
脈
を
保
つ
こ
と
が
出
来
た
が
、
陣
門
が
勢
力
を
得

る
よ
う
に
な
り
、
遂
に
は
鷲
山
寺
の
貫
首
職
を
も
陣
門
が
指
示
し
当
檀
林
で
推
挙
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
果
た
せ
ぬ
こ
と
と
な

り
弁
門
の
僧
二
名
が
陣
門
に
対
し
自
害
し
て
責
任
を
と
っ
た
事
件
も
あ
っ
た
ほ
ど
陣
門
の
勢
力
が
強
か
っ
た
。

み
つ
ぎ
わ

し
か
し
、
陣
門
は
享
保
九
二
七
二
四
）
年
、
神
奈
川
に
三
沢
檀
林
を
創
設
し
た
。
当
檀
林
第
一
三
代
能
化
日
堯
は
三
沢
檀
林
一

世
の
ほ
か
陣
門
本
成
寺
二
二
世
、
本
禅
寺
一
五
世
貫
首
に
も
就
い
て
い
る
。
大
沼
田
に
お
け
る
能
化
は
、
初
期
に
什
門
、
陣
門
が
就

く
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
三
沢
檀
林
開
設
以
降
は
弁
門
が
中
心
と
な
り
、
能
化
第
一
六
代
日
実
以
降
そ
の
多
く
が
鷲
山
寺
貫
首
へ
晋

山
し
て
い
る
。日

大
沼
田
檀
林
か
ら
細
草
檀
林
へ

寛
永
一
八
年
、
勝
劣
派
の
大
沼
田
檀
林
に
起
っ
た
課
論
に
よ
り
、
三
玄
日
典
（
後
の
大
石
寺
二
○
世
）
を
含
め
た
二
○
余
名
が
大

沼
田
檀
林
よ
り
離
れ
て
、
細
草
村
に
新
談
所
を
開
創
し
た
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
の
史
料
に
「
総
之
上
州
山
遜
郡
土
気
庄
細
草
村
新

（
７
）

談
所
法
雲
山
遠
謡
寺
建
立
之
縁
起
」
が
あ
る
。
新
談
所
の
開
創
を
強
く
望
む
所
化
同
士
の
誓
約
状
（
寛
永
一
八
年
七
月
一
八
日
付
）

（
８
）

「
檀
林
建
立
智
約
状
」
と
土
地
の
寄
進
者
に
対
す
る
誓
約
書
が
あ
る
。

新
談
所
発
起
者
二
○
名
の
連
記
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
筆
頭
に
細
草
植
林
の
実
質
的
な
運
営
庶
務
を
統
括
し
た
八
品
派
の
所
化
伝

に
つ
そ
う

了
（
日
崇
）
の
名
が
あ
る
。
次
に
三
玄
と
あ
る
が
、
三
玄
日
典
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
心
的
な
立
場
に
い
た
こ
と
が
確
認
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後
年
に
成
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
細
草
檀
林
由
来
書
」
（
以
下
（
９
）
ぞ
く
け
ち
ゆ
う
し
ょ
う

さ
れ
る
。
ま
た
「
続
家
中
抄
』
に
は
、
所
化
の
出
身
寺
院
等
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
と
、
興
門
関
係
で
は

三
玄
日
典
、
正
悦
日
顕
（
岩
城
妙
法
寺
）
、
了
恵
日
典
（
常
在
寺
）
、
三
雪
日
俊
（
會
津
實
成
寺
）
の
四
名
は
大
石
寺
関
係
で
あ
る
。
外

（
、
）

に
富
士
妙
蓮
寺
が
一
人
、
西
山
本
門
寺
（
上
行
寺
）
が
一
名
、
佐
弱
本
興
寺
、
京
要
法
寺
が
三
名
、
江
戸
乘
泉
寺
等
々
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
当
時
大
沼
田
檀
林
に
は
、
富
士
派
、
八
品
派
（
日
隆
門
流
・
本
門
法
華
宗
）
の
所
化
が
多
く
学
ん
で
い
た
こ
と
が
解
る
。

京
都
を
中
心
に
、
本
能
寺
、
妙
蓮
寺
ま
た
本
興
寺
、
光
長
寺
、
更
に
茂
原
鷲
山
寺
等
々
で
あ
る
。

細
草
に
移
っ
て
き
た
二
○
余
名
の
う
ち
、
春
琢
・
玄
旨
の
二
名
を
棟
梁
（
中
心
者
）
と
し
て
、
法
詔
寺
顕
寿
院
日
感
な
ら
び
に
徳

島
藩
主
蜂
須
賀
忠
英
公
の
母
堂
敬
台
院
殿
を
願
主
と
し
て
、
細
草
の
新
談
所
が
開
創
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
棟
梁

と
な
っ
た
二
名
の
同
意
な
く
、
み
だ
り
に
他
の
檀
林
に
移
っ
た
り
郷
里
へ
帰
国
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
一
八
名
の
連
名
で
誓
っ

よ
う
ぎ
よ
う
じ
（
Ⅱ
）

茂
原
鷲
山
寺
兼
帯
所
、
旧
白
里
村
に
お
け
る
中
本
山
で
あ
る
要
行
寺
所
蔵
の
「
細
草
檀
林
由
来
書
」
か
ら
、
細
草
檀
林
の
成
立

過
程
を
孝
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
同
文
書
に
は
、
寛
永
一
八
（
一
六
四
二
年
八
月
七
日
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
成
立
は
も
つ
と

て
い
る
。

（
そ
の
１
）

上
総
國
山
邊
郡
土
氣
庄
細
草
村
檀
林
其
之
由
来
を
尋
る
に
、
抑
日
蓮
宗
檀
林
法
雲
山
遠
箔
寺
學
校
之
義
者
最
初
建
立

「
細
草
檀
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
檀
に
至
る
軌
跡

二
要
行
寺
文
書
「
細
草
植
林
由
来
書
」
に
み
る
檀
林
の
成
立
過
程

（
肥
）

「
由
来
書
」
）
の
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
が
、
考
察
上
区
切
っ
て
（
そ
の
１
）
（
そ
の
２
）
と
し
た
。
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Ｈ
徳
川
家
康
の
養
女
敬
台
院
に
よ
る
経
済
的
支
援
と
日
宗

き
ょ
う
だ
い
い
ん

「
由
来
書
」
の
要
点
を
掻
い
摘
ま
ん
で
整
理
し
て
み
る
と
、
由
来
書
が
敬
台
院
の
記
述
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
、

檀
林
成
立
に
当
た
り
如
何
に
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
か
が
伺
え
る
。
問
題
は
細
草
檀
林
開
設
と
阿
波
徳
島
に
嫁
し
た
敬
台
院
と
の
不

思
議
な
接
点
で
あ
る
。
「
由
来
書
」
か
ら
、
京
都
妙
蓮
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
日
宗
に
敬
台
院
が
帰
依
し
た
こ
と
に
依
る
こ
と
が
解
る
。

阿
波
徳
島
の
蜂
須
賀
家
江
戸
藩
邸
は
浅
草
鳥
越
に
あ
り
、
邸
内
に
一
宇
法
詔
寺
を
設
け
る
な
ど
信
心
深
い
敬
台
院
の
姿
が
浮
か
ん
で

よ
し
し
げ
ほ
う
し
ゆ
ん
い
ん

く
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
夫
至
鎮
、
娘
芳
春
院
の
逝
去
と
い
っ
た
不
幸
が
重
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
心
の
支
え
が
必
要
で
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
寺
に
日
宗
を
招
い
て
住
職
と
す
る
な
ど
敬
台
院
に
と
っ
て
法
華
経
へ
の
信
仰
が
如
何
に
心
の
拠
り
所

と
な
っ
て
い
た
か
、
そ
の
一
端
も
伺
え
る
。

乍
恐
東
照
宮
様
御
女
阿
州
江
御
入
輿
御
座
候
万
姫
君
御
事
、
御
法
号
敬
臺
院
様
當
宗
御
信
心
被
為
遊
京
都
妙
蓮
寺
日
宗
与
申

僧
其
頃
御
帰
依
奉
蒙
、
御
府
内
淺
草
鳥
越
江
敬
臺
山
法
詔
寺
と
申
一
宇
御
建
立
被
遊
、
住
職
之
儀
者
日
宗
江
被
仰
付
、
其
後
敬

臺
院
様
思
召
ヲ
以
、
正
保
二
酉
年
五
月
中
右
法
詔
寺
者
阿
州
江
御
引
寺
二
被
遊
、
敬
臺
寺
と
御
改
於
同
国
寺
領
高
弍
百
石
御
寄

附
二
而
永
来
永
罷
在
難
有
奉
存
候
然
ル
虚
、
古
来
よ
り
立
来
り
候
同
国
郡
大
沼
田
檀
林
學
校
二
於
ゐ
て
、
学
行
之
義
二
付
混
合

候
義
出
来
仕
、
冨
士
派
八
品
派
之
所
化
共
入
交
り
十
八
人
流
浪
致
日
宗
日
達
沼
田
檀
林
二
而
、
夫
迫
師
範
茂
致
候
二
付
、
新
檀

細林
草取
村立
儒之
者勤
八學
人仕
程度
申折
合柄

、

細草村儒八者程人合申、

構
御
建
立
被
仰
付
被
成
下

於
村
方
二
八
千
坪
程
之
地
所
為
施
入
助
力
仕
候
間
、
則
日
宗
谷
敬
臺
院
様
江
奉
申
上
候
処
、
兼
而

御
心
願
被
為
在
候
由
二
而
御
同
主
殿
様
合
御
公
邊
江
御
願
済
之
上
為
御
施
主
と
講
堂
経
藏
庫
裏
學
寮
其
外
諸
道
具
二
至
迫
、
結
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（
卿
）

り
紹
介
す
る
。

文
禄
元
（
一

姫
）
の
昼

前
述
の
と
お
り
細
草
檀
林
開
設
に
あ
た
り
敬
台
院
の
支
援
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
経
済
的
支
援
は
勿
論
の
こ
と
、
徳

川
家
康
の
養
女
と
い
う
こ
と
も
あ
り
檀
林
の
成
立
か
ら
運
営
に
至
り
、
敬
台
院
殿
あ
っ
て
の
檀
林
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

平
成
二
七
年
五
月
、
総
本
山
大
石
寺
宝
物
殿
展
示
実
行
委
員
会
が
ま
と
め
た
敬
台
院
殿
略
年
表
が
あ
る
。
一
部
割
愛
と
加
筆
に
よ

で
あ
っ
た
。

た
だ
て
る

慶
長
一
六
（
一
六
一
二
年
、
二
○
歳
で
徳
島
藩
二
代
藩
主
蜂
須
賀
忠
英
を
出
産
す
る
。

元
和
六
（
一
六
二
○
）
年
二
月
二
六
日
、
二
九
歳
の
時
、
徳
島
藩
初
代
藩
主
蜂
須
賀
至
蛸

元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
、
三
一
歳
の
時
、
長
女
芳
春
院
（
香
姫
）
が
池
田
家
に
嫁
ぐ
。

元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
、
（
三
二
歳
）
江
戸
鳥
越
の
徳
島
藩
邸
内
に
敬
台
山
法
詔
寺
を
一

ほ
つ

一
七
回
忌
を
執
り
行
う
。
当
時
、
二
五
歳
の
日
精
（
後
の
総
本
山
大
石
寺
第
一
七
世
法

寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
一
月
二
九
日
、
長
女
芳
春
院
逝
去
（
享
年
二
七
歳
）
。
二
月
一

奥
行
一
三
間
の
大
伽
藍
）
再
建
に
多
額
の
浄
財
を
寄
進
す
る
。

寛
永
一
○
（
一
六
三
三
）
年
、
（
四
二
歳
）
第
一
七
世
日
精
よ
り
御
本
尊
を
下
付
さ
れ
る
。

「
細
草
檀
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
檀
に
至
る
軌
跡

た
だ
て
る

ハ
（
一
六
一
二
年
、
二
○
歳
で
徳
島
藩
二
代
藩
主
蜂
須
賀
忠
英
を
出
産
す
る
。

（
一
六
二
○
）
年
二
月
二
六
日
、
二
九
歳
の
時
、
徳
島
藩
初
代
藩
主
蜂
須
賀
至
鎮

と
く

文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
、
（
一
歳
）
下
総
古
河
（
茨
城
県
古
河
市
）
藩
主
小
笠
原
秀
政
と
登
久
（
家
康
の
長
男
・
信
康
の
長
女
・
徳
久

姫
）
の
長
女
と
し
て
誕
生
す
る
。
徳
久
姫
の
母
は
織
田
信
長
の
娘
徳
子
で
あ
る
の
で
、
家
康
と
信
長
の
直
系
の
曾
孫
に
当
た
る
。

ま
ん

幼
名
、
氏
姫
・
万
姫
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。

よ
し
し
げ

慶
長
五
（
一
六
○
○
）
年
、
九
歳
で
徳
川
家
康
の
養
女
と
し
て
徳
島
藩
初
代
藩
主
蜂
須
賀
至
鎮
に
嫁
ぐ
。
こ
の
時
至
鎮
は
一
四
歳

口
「
敬
台
院
殿
」
の
生
涯

、
徳
島
城
で
逝
去
す
る
（
享
年
三
五
歳
）
。

（
一
六
二
二
）
年
、
三
一
歳
の
時
、
長
女
芳
春
院
（
香
姫
）
が
池
田
家
に
嫁
ぐ
。

と
く
ひ
め

（
一
六
二
三
）
年
、
（
三
二
歳
）
江
戸
鳥
越
の
徳
島
藩
邸
内
に
敬
台
山
法
詔
寺
を
建
立
し
て
、
実
母
峯
高
院
（
登
久
姫
）
の

ほ
つ
す

回
忌
を
執
り
行
う
。
当
時
、
二
五
歳
の
日
精
（
後
の
総
本
山
大
石
寺
第
一
七
世
法
主
）
を
初
代
住
職
に
迎
え
る
。

（
一
六
三
二
）
年
一
月
二
九
日
、
長
女
芳
春
院
逝
去
（
享
年
二
七
歳
）
。
二
月
一
五
日
、
大
石
寺
御
影
堂
（
正
面
一
四
間
、
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以
上
の
年
譜
か
ら
解
る
よ
う
に
、
敬
台
院
は
徳
川
幕
府
と
強
固
に
し
て
円
満
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
嫁
ぎ
先
の
徳
島
藩
蜂
須
賀

家
の
安
寧
と
発
展
に
尽
力
を
注
ぎ
、
か
つ
姻
戚
と
も
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
信
仰
心
篤
く
大
石
寺
へ
の

物
心
両
面
に
亘
る
支
援
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
は
略
年
譜
中
に
も
そ
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
で

寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
一
月
四
日

詔
大
姉
」
と
賜
る
。
（
図
１
参
照
）

以
上
の
年
譜
か
ら
解
る
よ
う
に
、
錘

家
の
安
寧
と
発
展
に
尽
力
を
注
ぎ
、
《

年
一
月
四
日

匙
弐
ご
ワ
（
》
。

細
草
檀
林
と
の
関
係
に
目
を
向
け
る
と
、
敬
台
院
が
三
二
歳
の
時
、
江
戸
鳥
越
の
蜂
須
賀
家
敷
地
の
一
隅
に
法
詔
寺
（
大
石
寺
の

「
細
草
植
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
檀
に
至
る
軌
跡

承
応
元
（
三
一

承
応
二
（
二

帰
国
す
る
。

（
一
六

寛
永
一
九

と
な
る
。

正
保
二
（

と
す
る
。

寛
永
一
四
（
一
六
三
七
）
年
、
（
四
六
歳
）
大
石
寺
へ
の
朱
印
状
（
寺
領
安
堵
）
を
幕
府
重
臣
の
伊
丹
康
勝
に
依
頼
す
る
。

寛
永
一
五
（
一
六
三
八
）
年
六
月
二
四
日
、
大
石
寺
維
持
の
基
金
と
し
て
七
四
一
両
を
寄
進
す
る
。

寛
永
一
八
（
一
六
四
二
年
六
月
二
八
日
、
（
五
○
歳
）
敬
台
院
と
藩
主
忠
英
の
働
き
か
け
で
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
よ
り
大
石
寺

へ
、
寺
領
六
六
石
八
斗
五
升
余
り
を
安
堵
す
る
朱
印
状
が
与
え
ら
れ
る
。

寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
六
月
三
日
、
（
五
一
歳
）
、
法
詔
寺
二
代
顕
寿
院
日
感
を
助
け
、
細
草
植
林
の
創
設
に
当
た
り
大
施
主

と
な
る
。
間
口
五
間
半
、
奥
行
八
間
の
講
堂
外
建
立
す
る
。

き
よ
う
澱
い
じ

正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
、
（
五
四
歳
）
江
戸
鳥
越
の
法
詔
寺
を
徳
島
に
移
し
、
心
蓮
山
敬
台
寺
と
し
て
開
創
し
自
ら
の
菩
提
寺

五
二
）
年
四
月
四
日
、

（
一
六
五
三
）
年
、
（
六
二
歳
）、

阿
波
徳
島
に
て
逝
去
（
七
五
歳
）
。
敬
台
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
。
法
号
を
「
敬
台
院
殿
妙
法
日

（
六
一
歳
）
徳
島
藩
二
代
藩
主
蜂
須
賀
忠
英
逝
去
す
る
（
享
年
四
二
歳
）
。

大
石
寺
第
一
九
世
日
舜
よ
り
御
本
尊
を
下
付
さ
れ
る
。
一
二
月
、
江
戸
よ
り
阿
波
徳
島
に
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末
寺
）
を
建
立
し
母
峯
高
院
の
一
七
回
忌
を
執
り
行
っ
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
日
感
（
要
法
寺
出
身
の
僧
）
か
ら
敬
台
院
殿
へ
檀
林

ま
ん
ひ
め

開
設
の
資
金
援
助
依
頼
が
あ
り
開
設
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
が
解
る
。
ま
た
檀
林
建
立
に
あ
た
り
敬
台
院
の
次
女
正
徳
院
万
姫
（
水

だ
ん
の
つ

野
出
雲
守
内
儀
信
女
）
か
ら
も
助
縁
檀
越
と
し
て
一
○
両
が
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
「
新
談
所
建
立
之
縁
起
」
に
散
見
さ
れ
る
。
敬
台

し
ゃ
く
ぶ
く

院
が
法
華
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
切
っ
掛
け
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
大
石
寺
一
七
世
日
鞘
か
ら
直
接
折
伏
を
受
け
た
か
ら

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
敬
台
寺
三
百
五
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
能
筆
で
知
ら
れ
て
い
た
日
精
に
法
華
経
の
書
写
を
敬
台
院
が
願
い

（
脚
）

出
た
折
に
、
日
精
か
ら
折
伏
さ
れ
た
と
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
敬
台
院
の
大
石
寺
に
対
す
る
信
仰
と
支
援
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。

（
そ
の
２
）

マ
マ

寛
永
十
八
巳
年
同
十
九
午
年
右
両
年
二
一
宇
成
就
仕
、
細
草
檀
林
ト
唱
法
雲
山
雲
霧
寺
と
被
成
下
、
難
有
富
士
派
八
品
派
之
所

化
共
入
交
り
勤
学
為
致
学
問
功
積
次
第
上
席
与
之
僧
能
化
と
相
唱
司
役
仕
来
り
候
間
、
前
書
京
都
妙
蓮
寺
、
同
國
本
能
寺
、
同

所
要
法
寺
、
摂
州
尼
ヶ
崎
本
興
寺
、
駿
州
岡
之
宮
光
長
寺
、
同
國
冨
士
大
石
寺
、
北
山
本
門
寺
、
西
山
本
門
寺
、
上
野
妙
蓮
寺
、

小
泉
久
遠
寺
、
房
州
保
田
妙
本
寺
、
都
合
十
一
ヶ
寺
之
所
化
共
入
交
り
追
々
能
化
昇
進
仕
相
績
罷
在

右
地
施
主
之
由
来
左
二
相
記
ス
、
細
草
村
市
東
五
郎
兵
衛
屋
敷
南
北
四
十
五
間
、
東
西
六
十
五
間
、
市
東
新
左
衛
門
屋
敷
南
北

五
十
五
間
、
西
東
五
十
二
間
、
内
山
六
右
衛
門
屋
敷
南
北
二
十
五
間
、
西
東
六
十
七
間
、
内
山
茂
兵
衛
屋
敷
南
北
三
十
八
間
、

西
東
五
十
二
間
、
住
本
寺
屋
敷
南
北
四
十
五
間
、
西
束
二
十
九
間
、
右
之
屋
敷
為
後
世
菩
提
永
代
諸
勝
劣
之
檀
所
屋
敷
二
今
般

寄
進
条
之
事

一
御
公
義
御
地
頭
代
官
合
檀
所
之
儀
二
付
、
何
等
之
六
ヶ
敷
儀
被
仰
候
共
御
所
化
衆
と
我
々
ト
相
談
仕
御
訴
訟
可
申
事

一
檀
所
之
儀
二
付
隣
郷
他
村
合
さ
わ
り
ヲ
な
し
何
等
の
六
ヶ
敷
儀
申
懸
ら
れ
候
共
御
所
化
衆
与
我
々
ト
致
相
談
相
済
可
申
事

「
細
草
檀
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
檀
に
至
る
軌
跡

－77－



以
上
、
「
由
来
書
」
に
は
檀
林
開
設
に
至
る
経
緯
が
詳
細
に
し
て
、
か
つ
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
檀
林
史
料
と
し
て
一
級

の
史
料
で
あ
る
。
他
の
檀
林
で
成
立
過
程
を
こ
れ
ほ
ど
具
体
的
に
記
し
た
史
資
料
に
お
目
に
懸
か
る
こ
と
は
無
い
。

日
檀
林
の
景
観
・
地
積

「
由
来
書
」
等
に
は
、
土
地
の
寄
進
者
（
図
３
）
と
そ
の
面
積
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
土
地
の
寄
進
面
積
は

一

至
子
々
孫
々
ニ
ま
て
以
世
間
私
根
檀
所
江
さ
わ
り
申
間
敷
候
、
其
上
檀
所
屋
敷
為
菩
提
今
般
寄
進
致
上
者
、
永
代
取
帰
し

申
間
敷
く
候
、
価
而
為
後
日
如
件

寛
永
十
八
年
住
本
寺

巳
八
月
七
日
市
東
五
郎
兵
衛

市
東
新
左
衛
門

市
東
治
左
衛
門

市
東
安
右
衛
門

内
山
六
右
衛
門

内
山
茂
兵
衛

内
山
勘
右
衛
門

し
ゆ
ん
た
く
（
春
琢
）
様

け
ん
し
（
玄
旨
）
様

惣けし

学んW
徒した
中 く

－78－



｢細草植林由来沓」に記較された土地寄進者と面穣

間を1 82メートルとして計算した。

八
○
○
○
坪
、
東
西
八
○
余
間
余
り
（
約
一
八
二
牌
）
、
南
北
百
歩
余
り
（
一
八
二
肘
）
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
か
な
り
広
い
面
積
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
図
４
は
、
明
治
一
六

（
一
八
八
三
）
年
の
測
逓
図
（
参
謀
本
部
測
量
課
）
で
、
遠
播
寺
の
場
所
・
文
字
を
確
認
す
る

と
共
に
そ
の
規
模
が
よ
く
解
る
。
戦
後
檀
林
跡
地
は
白
里
中
学
校
（
図
５
Ⅱ
昭
和
三
二
年
撮

影
）
と
な
っ
た
が
、
当
中
学
で
学
ん
だ
筆
者
は
、
周
囲
が
堀
で
囲
ま
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
現
在
、
校
舎
の
建
て
替
え
や
校
地
の
整
備
に
よ
り
周
囲
を
取
り
囲
ん
で
い
た
堀
は
埋

め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
北
側
民
家
と
の
境
に
ま
だ
一
部
当
時
の
姿
を
留
め
て
い
る
。

四
全
国
二
ケ
寺
か
ら
学
僧
が
集
ま
る

（
脂
）

（
ァ
）
京
都
妙
蓮
寺
京
都
市
上
京
区
に
所
在

現
在
本
門
法
華
宗
の
本
山
。
卯
木
山
と
号
す
。
当
寺
の
創
立
は
永
仁
三
（
一
二
九
五
）

年
頃
、
日
像
の
教
化
を
う
け
た
五
条
の
酒
屋
、
柳
屋
仲
興
が
延
慶
二
（
一
三
○
九
）
年
西

洞
院
五
条
の
屋
敷
に
庵
を
設
け
た
こ
と
に
始
ま
り
、
妙
法
蓮
花
寺
と
号
し
た
。
日
慶
は
文

明
五
（
一
四
七
三
）
年
寺
内
に
道
輪
寺
学
室
を
設
け
、
常
住
院
日
忠
を
学
頭
に
招
請
し
、

教
学
の
興
隆
と
門
下
の
教
育
に
あ
た
ら
せ
た
。
細
草
檀
林
か
ら
都
合
一
二
人
の
能
化
が
晋

山
し
て
い
る
。

（
イ
）
京
都
本
能
寺
京
都
市
中
京
区
に
所
在

法
華
宗
（
本
門
流
）
の
四
大
本
山
の
一
つ
。
応
永
二
二
（
一
四
一
五
）
年
、
八
品
門
流

－79－

寄進者 南北（間） 東西（間）

1 市東五郎兵衛屋敷 45(81.9m) 65(118.3m)

2 市東新左衛門屋敷 55(100．1m) 52(94.64m)

3 内山六右衛門屋敷 25（45.5m) 67(121.94m)

4 内山茂兵術屋敷 38(69.16m) 52 （94.64m)

5 住本寺屋敷 45(81.9m) 29（52.78m)
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左図：明治16年測量図（大日本帝国陸地測逓部）

右図：平成25年測量図。両図とも同倍率にした。
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の
祖
慶
林
坊
日
隆
の
創
立
と
い
う
。
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
に
六
角
大
宮
方
四
町
の
芒
地
に
移
り
本
能
寺
（
旧
本
応
寺
）
と
改

称
す
。
日
蓮
ｌ
日
朗
１
日
像
等
の
血
脈
相
承
を
唱
え
、
日
隆
の
遺
戒
を
守
り
、
尼
ヶ
崎
本
興
寺
を
教
学
の
道
場
と
し
た
。
細
草
檀

林
か
ら
都
合
一
八
人
の
能
化
が
晋
山
し
て
い
る
。

よ
う
ほ
う

（
ウ
）
京
都
要
法
寺
京
都
市
左
京
区
に
所
在

日
蓮
本
宗
の
大
本
山
。
多
宝
富
士
山
と
号
す
。
富
士
門
流
久
成
日
尊
（
一
二
六
五
～
一
三
四
五
）
の
開
創
。
天
文
一
七
（
一
五
四

八
）
年
、
日
辰
の
時
に
上
行
院
と
住
本
寺
を
合
併
し
要
法
寺
と
改
称
す
る
。
そ
の
後
、
要
法
寺
は
富
士
門
流
の
中
で
栄
え
、
江
戸

時
代
日
性
、
日
野
な
ど
多
く
の
英
才
を
排
出
。
細
草
檀
林
か
ら
二
人
の
能
化
が
晋
山
し
て
い
る
。

（
エ
）
尼
ヶ
崎
本
興
寺
兵
庫
県
尼
崎
市
に
所
在

法
華
宗
（
本
門
流
）
の
四
大
本
山
の
一
つ
。
応
永
二
七
（
一
四
二
○
）
年
、
八
品
派
の
祖
慶
林
坊
日
隆
が
創
立
。
日
隆
は
当
時

随
一
の
教
育
学
者
と
し
て
三
○
○
○
余
帖
と
称
せ
ら
れ
る
多
く
の
著
述
を
残
し
、
貴
重
な
聖
教
と
し
て
同
寺
宝
蔵
に
格
護
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
日
隆
に
就
学
す
る
内
下
の
学
徒
の
た
め
享
徳
三
（
一
四
五
四
）
年
、
境
内
に
勧
学
院
を
創
設
し
て
い
る
。
現
在

「
興
隆
学
林
」
と
し
て
改
称
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
細
草
檀
林
か
ら
七
人
の
能
化
が
晋
山
し
て
い
る
。

（
オ
）
岡
之
宮
光
長
寺
静
岡
県
沼
津
市
に
所
在

徳
永
山
と
号
す
。
法
華
宗
（
本
門
流
）
の
四
大
本
山
の
一
つ
。
日
蓮
聖
人
を
開
祖
と
し
、
日
春
、
日
法
を
同
時
二
祖
と
し
て
、

建
治
二
（
一
二
七
六
）
年
開
創
紀
元
と
す
る
。
九
世
日
浄
の
代
に
は
今
川
氏
元
よ
り
寺
領
が
寄
進
さ
れ
、
天
正
一
九
（
一
五
九
二

年
に
は
徳
川
家
康
か
ら
寺
領
の
寄
進
を
受
け
て
い
る
。
中
興
の
祖
日
朝
は
、
後
に
光
長
寺
梗
林
の
学
頭
と
な
っ
て
七
○
有
余
人
の

門
人
を
教
育
し
た
。
細
草
檀
林
か
ら
五
人
の
能
化
が
晋
山
し
て
い
る
。

「
細
草
捜
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
棚
に
至
る
軌
跡

－81－



（
力
）
冨
士
大
石
寺
静
岡
県
富
士
宮
市
に
所
在

大
日
蓮
華
山
と
号
す
。
日
蓮
正
宗
総
本
山
。
開
山
は
六
老
僧
の
日
興
（
一
二
四
六
～
一
三
三
三
）
。

日
蓮
滅
後
、
身
延
の
御
廟
を
六
老
僧
を
中
心
に
輪
番
制
で
守
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
次
第
に
守
ら
れ
な
く
な
り
、
日
向

が
学
頭
と
し
て
身
延
の
経
営
に
当
た
る
よ
う
に
な
っ
こ
と
か
ら
、
日
興
は
身
延
を
去
り
駿
河
に
移
り
、
大
石
ヶ
原
に
草
庵
を
結
ん

だ
。
ま
た
近
く
の
重
須
に
本
門
寺
を
開
創
し
重
須
談
所
を
開
き
弟
子
の
教
育
に
心
血
を
注
ぐ
な
ど
大
石
寺
・
本
門
寺
を
中
心
に
富

士
門
流
形
成
の
礎
を
築
い
た
。
寛
永
年
中
（
一
六
二
四
～
四
四
）
に
は
敬
台
院
に
よ
っ
て
御
影
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
大
石
寺
中
興

日
寛
は
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
、
二
六
世
を
継
い
だ
。
当
寺
に
は
、
日
蓮
聖
人
の
真
蹟
、
日
興
ほ
か
貴
重
な
遺
墨
等
多
数
を
蔵

す
る
。
細
草
檀
林
か
ら
四
二
人
の
能
化
が
晋
山
し
て
い
る
。

（
キ
）
北
山
本
門
寺
静
岡
県
富
士
宮
市
に
所
在

日
蓮
宗
大
本
山
多
宝
富
士
山
と
号
す
。
身
延
を
離
山
し
た
日
興
は
、
大
石
ヶ
原
に
草
庵
を
結
ん
だ
（
後
の
大
石
寺
）
が
数
年
後
、

北
山
の
地
頭
の
請
に
よ
っ
て
重
須
の
地
に
移
り
御
影
堂
な
ど
を
開
堂
し
て
本
門
寺
と
称
し
た
。
永
仁
六
（
一
二
九
八
）
年
、
当
寺

の
継
承
を
め
ぐ
り
日
妙
、
日
代
が
争
い
北
山
・
西
山
に
分
裂
し
そ
の
後
も
長
く
争
い
は
続
い
た
。
細
草
檀
林
か
ら
四
人
の
能
化
が

晋
山
し
て
い
る
。

（
ク
）
西
山
本
門
寺
静
岡
県
富
士
郡
に
所
在

富
士
山
と
号
す
。
も
と
興
門
派
八
本
山
の
一
つ
。
開
山
は
日
代
（
一
二
九
四
～
一
三
九
四
）
。
日
興
寂
後
、
重
須
の
地
頭
は
日
妙

に
帰
依
し
日
代
を
し
り
ぞ
け
ん
と
し
た
。
日
代
と
日
妙
の
対
立
か
ら
、
西
山
の
地
頭
大
内
氏
の
外
護
に
よ
っ
て
西
山
に
一
寺
を
創

せ
い
じ
ゆ
ん

建
し
、
重
須
と
同
じ
本
門
寺
の
寺
号
を
称
し
、
以
後
両
者
は
そ
の
伝
統
の
正
閏
争
い
が
続
い
た
。
細
草
檀
林
か
ら
三
人
の
能
化

が
晋
山
し
て
い
る
。
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（
ヶ
）
上
野
妙
蓮
寺
静
岡
県
富
士
宮
市
に
所
在

日
蓮
正
宗
本
山
。
建
武
元
（
一
三
三
四
）
年
頃
、
日
興
の
本
六
人
の
弟
子
の
一
人
寂
日
房
日
華
（
一
二
五
二
～
一
三
三
四
）
に
よ

り
開
創
。
日
華
は
正
応
元
（
一
二
八
八
）
年
、
日
興
に
従
っ
て
富
士
に
移
り
、
大
石
寺
に
支
院
寂
日
房
を
構
え
て
住
し
た
。
上
野

村
地
頭
南
条
七
郎
平
時
光
は
日
華
を
深
く
信
じ
、
所
領
の
上
野
郷
字
堀
の
内
の
屋
敷
を
悉
く
寄
附
し
、
改
め
て
妙
蓮
寺
と
し
た
。

（
．
）
小
泉
久
遠
寺
静
岡
県
富
士
宮
市
小
泉
に
所
在

身
延
山
久
遠
寺
と
区
別
し
て
、
小
泉
の
久
遠
寺
と
呼
ぶ
。
日
蓮
宗
由
緒
寺
院
の
一
つ
。
開
山
は
日
郷
。
日
郷
は
、
大
石
寺
二
世

日
目
の
寂
後
、
日
道
と
後
董
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
。
結
局
、
日
道
が
大
石
寺
を
継
ぎ
、
日
郷
は
衆
と
と
も
に
一
旦
房
州
の
妙
本
寺

に
退
い
た
。
日
郷
・
日
道
の
寂
後
も
、
妙
本
寺
門
徒
と
大
石
寺
門
徒
の
争
い
が
続
け
ら
れ
た
が
、
応
永
二
二
（
一
四
一
五
）
年
、

小
泉
の
地
に
蓮
蔵
坊
を
移
し
、
妙
本
寺
惣
門
徒
の
本
山
と
定
め
た
。

（
サ
）
安
房
保
田
妙
本
寺
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
に
所
在

中
谷
山
と
号
す
。
富
士
門
流
の
寺
院
で
、
康
永
の
頃
（
一
三
四
二
～
四
五
）
、
吉
浜
の
地
頭
笹
生
重
信
の
帰
依
を
受
け
た
日
郷
が
、

そ
の
外
護
に
よ
っ
て
建
立
し
た
。
こ
の
後
、
名
僧
が
相
次
い
で
飛
出
し
、
日
蓮
宗
興
門
派
の
一
本
寺
と
し
て
繁
栄
し
た
。
特
に
足

利
尊
氏
か
ら
寺
領
五
○
石
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
戦
国
時
代
に
は
里
見
氏
か
ら
五
○
石
、
江
戸
幕
府
は
御
朱
印
地
五
○
石
を
付
し
て

い
る
。

●

（
脇
）

妙
本
寺
に
は
古
文
書
が
多
く
伝
わ
り
日
蓮
聖
人
の
御
真
筆
も
有
す
る
。

「
細
草
植
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
檀
に
至
る
軌
跡

－83－
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図6細草檀林歴代（能化） と出世寺
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Ｈ
細
草
檀
林
歴
代
（
能
化
・
化
主
）
と
出
世
寺

図
６
は
、
「
日
蓮
宗
事
典
』
（
日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
昭
和
五
六
年
一
○
月
一
三
日
発
行
）
等
に
よ
る
細
草
檀
林
歴
代
（
能
化
・
化

主
）
を
関
係
寺
院
別
に
整
理
し
た
表
（
図
６
）
で
あ
る
。
因
み
に
歴
代
能
化
と
出
世
寺
と
称
さ
れ
て
い
る
関
係
を
見
る
と
、
細
草
檀

林
開
設
時
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
。
「
由
来
書
」
に
は
、
富
士
派
．
八
品
派
の
所
化
共
に
交
わ
り
勤
学
致
し
と
あ
る
の
で
、

当
然
学
僧
を
送
り
出
す
寺
院
が
二
ヶ
寺
と
多
数
に
上
っ
て
い
た
こ
と
は
同
文
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

初
代
檀
林
長
の
日
達
は
、
後
に
茂
原
鷲
山
寺
と
京
本
能
寺
等
の
貫
首
に
就
い
た
碩
学
で
あ
る
。
歴
代
の
一
覧
表
（
図
６
）
か
ら
解

る
よ
う
に
、
本
能
寺
か
ら
は
定
期
的
な
間
隔
で
能
化
が
出
て
、
大
石
寺
に
次
い
で
二
番
目
に
多
い
一
八
人
を
輩
出
し
て
い
る
。
次
い

で
第
二
代
は
京
妙
蓮
寺
日
秀
で
あ
る
。
檀
林
長
に
妙
蓮
寺
初
代
か
ら
第
一
二
代
ま
で
の
間
に
五
名
の
能
化
が
出
て
い
る
が
、
寛
政
八

年
の
檀
林
火
災
以
後
は
一
人
も
出
て
い
な
い
。
同
寺
か
ら
の
能
化
は
都
合
一
二
名
で
あ
る
。
第
三
代
目
は
岡
之
宮
光
長
寺
で
あ
る
。

か
な
り
の
期
間
を
開
け
て
い
る
が
、
妙
蓮
寺
同
様
檀
林
火
災
以
後
は
能
化
に
就
い
て
い
な
い
。
都
合
五
名
。

開
創
当
初
は
八
品
派
僧
が
能
化
に
就
き
、
大
石
寺
か
ら
初
め
て
棚
林
長
に
就
任
し
た
の
は
第
八
代
の
日
俊
（
大
石
寺
第
二
二
世
）

で
あ
る
。
檀
林
開
設
の
前
期
と
も
云
う
べ
き
享
保
年
間
頃
ま
で
は
他
の
寺
院
が
多
く
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
僅
か
二
名
で
あ

る
。
し
か
し
、
日
俊
が
化
主
に
就
い
て
以
降
は
各
山
各
派
持
ち
回
り
と
は
い
え
、
大
石
寺
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
運
営
さ
れ
、

（
面
）

特
に
檀
林
火
災
後
は
殆
ど
大
石
寺
で
占
め
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
敬
台
院
の
肝
い
り
の
細
草
植
林
で
あ
り
、
大
石
寺
に
お
い
て
も
力

を
注
い
だ
敬
台
院
の
伝
統
が
繋
い
だ
絆
と
で
も
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
都
合
四
二
名
。
尼
ヶ
崎
本
興
寺
が
檀
林
長
に
就
い
た
の
は

一
三
代
日
宣
で
あ
る
。
以
降
江
戸
中
期
に
五
人
、
幕
末
に
一
名
が
就
い
て
い
る
。
都
合
七
名
。
以
下
北
山
本
門
寺
か
ら
四
名
、
西
山

三
細
草
檀
林
歴
代
（
能
化
・
化
主
）
と
出
世
寺
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中
期
以
後
、
富
士
派
が
別
れ
、
京
方
面
の
本
山
か
ら
分
担
金
も
所
化
も
出
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
衰
退
し
た
が
、
連
合
体
は
結
局

便
宜
的
連
合
体
で
あ
っ
て
、
学
林
の
独
立
的
性
格
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
細
草
の
み
な
ら
ず
、
一
般
に
江
戸
時

（
肥
）

代
の
学
問
所
が
す
べ
て
、
本
山
な
り
藩
な
り
の
庇
護
を
は
な
れ
て
存
立
し
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
細
草
檀
林
が
こ
の
よ
う
な
問
題

「
細
草
梗
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
檀
に
至
る
軌
跡

費
分
担
等
を
取
計
っ
て
い
た
。

本
門
寺
か
ら
三
名
、
京
要
法
寺
か
ら
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

要
法
寺
か
ら
の
能
化
は
わ
ず
か
二
名
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
地
理
的
に
遠
隔
地
で
あ
る
こ
と
と
、
万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
、

お
ぐ
る
す

京
都
に
真
門
や
什
門
・
八
品
派
と
合
同
の
小
栗
栖
檀
林
が
開
設
さ
れ
た
た
め
、
細
草
へ
の
出
檀
し
た
所
化
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
三
代
能
化
は
沼
津
の
本
光
寺
か
ら
出
て
い
る
。

少
々
気
に
な
る
こ
と
は
、
初
代
能
化
に
茂
原
鷲
山
寺
の
日
達
が
就
い
て
い
な
が
ら
そ
の
後
、
一
人
も
檀
林
長
に
就
任
し
て
い
な
い

点
で
あ
る
。
し
か
も
細
草
檀
林
か
ら
最
も
近
い
距
離
に
あ
る
鷲
山
寺
で
あ
る
。
考
え
ら
れ
る
背
景
に
、
大
沼
田
檀
林
で
の
謬
論
を
避

け
て
細
草
檀
林
が
開
創
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
鷲
山
寺
の
所
化
の
多
く
は
大
沼
田
に
学
び
、
細
草
へ
の
入
檀
は
少
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
能
化
の
ポ
ス
ト
は
、
そ
の
檀
林
で
学
ん
だ
所
化
が
昇
進
し
て
就
く
の
が
檀
林
の
伝
統
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

が
と
ら
れ
て
い
た
。

中
期
以
後
、
富
Ⅱ

口
学
僧
の
経
費

は
つ
ぼ
ん
も
ん
り
ゆ
う

歴
代
の
檀
林
長
は
、
智
泉
院
日
達
（
光
長
寺
一
八
世
、
本
能
寺
二
二
世
、
本
興
寺
一
五
世
、
鷲
山
寺
一
九
世
）
以
来
八
品
門
流
の
各
師

で
あ
っ
た
が
、
閉
檀
さ
れ
る
ま
で
経
済
的
な
運
営
は
丸
山
本
妙
寺
（
勝
劣
各
派
触
頭
）
が
各
本
山
を
と
り
ま
と
め
る
衝
に
当
り
、
経

細
草
檀
林
の
特
色
は
単
一
宗
派
で
な
く
、
各
本
山
の
連
合
体
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
教
科
的
に
は
他
檀
林
の
制
度
と
同
様
な
方
式

－87－



を
内
包
し
な
が
ら
明
治
期
ま
で
二
百
年
間
も
存
続
し
得
た
裏
に
は
、
地
元
信
者
や
地
元
民
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
設
立
当
初
の
土
地
寄
附
者
八
名
は
じ
め
、
地
元
有
力
者
が
信
者
と
し
て
永
年
に
亘
っ
て
外
護
し
た
こ
と
が
各
記
録
か
ら
垣
間

見
え
る
。
従
っ
て
地
域
社
会
に
と
っ
て
は
、
学
問
所
と
し
て
よ
り
も
寧
ろ
一
つ
の
寺
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
菩
提
寺

で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
火
災
に
つ
い
て
、
日
宣
（
大
石
寺
四
四
世
）
の
『
続
家
中
抄
』
に
「
寛
政
八
丙
辰
年
の
夏
、
檀
林
新
小
路
よ
り
出
火
し
て
三

小
路
を
焼
失
す
、
師
伴
頭
寮
を
再
建
す
」
と
あ
る
。
ま
た
火
災
に
関
す
る
記
録
と
し
て
日
霜
（
大
石
寺
五
二
世
）
が
記
し
た
「
細
草

檀
林
後
記
」
（
嘉
永
元
年
）
に
は
、
「
講
堂
等
の
主
要
な
建
物
は
残
っ
た
も
の
の
、
所
化
の
寄
宿
す
る
学
寮
二
十
余
区
が
焼
失
し
た
」

と
あ
る
。
ま
た
、
同
文
書
に
火
災
時
に
伴
頭
職
に
あ
っ
た
日
宣
は
伴
頭
寮
を
再
建
し
て
い
る
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
更
に

日
調
（
大
石
寺
四
六
世
）
に
よ
り
中
小
路
の
紅
葉
寮
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
「
続
家
中
抄
日
調
伝
」
に
読
み
取
れ
る
。

（
畑
）

火
災
は
檀
林
の
存
亡
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
っ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
日
霜
の
『
細
草
檀
林
の
後
記
』
に
よ
る
と
、

》
』
一
）

は
な
は
え
き
え
ん

う
な
だ

「
斯
に
於
い
て
京
洛
及
び
遠
隔
の
生
徒
孔
だ
厭
を
醸
し
首
を
来
栖
・
大
亀
に
晩
れ
馬
首
束
せ
ず
籍
を
本
檀
に
削
る
者
多
し
」
と
あ

お
ぐ
る
す

お
お
か
め
鯉
に

る
こ
と
か
ら
、
学
僧
（
所
化
）
が
京
都
に
近
い
小
栗
栖
檀
林
（
要
法
寺
な
ど
に
よ
る
創
立
）
や
大
亀
谷
檀
林
（
八
品
派
に
よ
る
開
創
）
を

重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
火
災
後
は
、
細
草
檀
林
か
ら
移
籍
す
る
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
状
況
を
記
し
て
い
る
。

寛
政
八
（
一
七
九
夫

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
九
六

四
植
林
存
亡
の
危
機
ｌ
寛
政
年
間
の
植
林
火
災
と
そ
の
対
応
１

）
年
の
夏
、
不
幸
に
も
檀
林
は
火
災
に
見
舞
わ
れ
所
化
寮
が
灰
燐
に
帰
し
、
運
営
上
厳
し
い
苦
境
に
立
た
さ
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こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
す
べ
く
、
火
災
か
ら
四
五
年
が
過
ぎ
た
天
保
一
二
（
一
八
四
二
年
一
二
月
、
幕
府
の
意
向
を
受
け
た

ふ
れ
か
し
ら

勝
劣
派
触
頭
（
役
寺
）
本
郷
丸
山
の
本
妙
寺
・
芝
の
長
応
寺
よ
り
、
細
草
檀
林
に
所
化
学
僧
を
出
し
て
い
る
富
士
五
山
（
上
条
大
石

寺
、
北
山
本
門
寺
、
西
山
本
門
寺
、
小
泉
久
遠
寺
、
下
条
妙
蓮
寺
）
と
八
品
派
（
京
都
妙
蓮
寺
、
沼
津
光
長
寺
、
千
葉
鷲
山
寺
、
京
都
本
能
寺
、

お
お
せ
わ
た
し
（
鋤
）
と
い
た
だ
し
じ
よ
う

尼
ヶ
崎
本
興
寺
）
に
対
し
て
、
左
記
の
「
仰
渡
五
箇
条
」
な
る
問
質
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
檀
林
の
発
足
（
開
設
）
か
ら
運
営

に
至
る
細
草
檀
林
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
た
場
合
、
非
常
に
重
要
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
全
文
を
記
す
。

書
附
以
相
達
候
事

一
、
剃
髪
の
後
は
万
事
を
差
し
置
き
、
学
問
稽
古
専
一
に
心
懸
け
申
す
可
き
の
と
こ
ろ
、
近
来
諸
門
流
の
様
子
を
見
請
け
候
に
、

ほ
つ
そ
う

学
道
の
励
み
も
之
れ
無
く
、
台
当
二
門
の
法
相
に
も
暗
く
、
且
つ
は
一
分
の
志
し
も
等
閑
に
成
り
行
き
、
不
道
念
に
打
ち
過

す
い
は
い

ぎ
候
者
に
も
一
寺
一
院
の
寺
職
を
申
し
付
け
候
よ
り
、
其
の
寺
院
不
相
続
に
成
り
行
き
、
畢
寛
し
て
は
其
の
門
内
衰
廃
に
及

じ
ゆ
し
ゆ
う

ぴ
候
段
、
笑
止
千
万
の
至
り
に
候
。
之
れ
に
依
っ
て
向
後
本
末
一
同
に
志
し
を
合
わ
せ
、
剃
髪
の
後
は
妙
経
全
部
訓
習
の

あ
い
と
と
の

功
成
就
の
上
、
往
古
の
通
り
細
草
へ
出
檀
申
し
付
け
、
新
説
昇
進
・
能
化
職
等
彼
の
檀
林
に
お
い
て
其
の
式
相
調
え
、
門

ほ
ん
し
よ

内
に
お
い
て
乱
り
に
新
説
昇
進
等
、
申
し
付
け
ま
じ
く
候
。
已
来
本
疏
未
昇
進
の
者
に
一
寺
住
職
申
し
付
け
候
義
之
れ
有
り

と
ひ

ふ
れ
つ
ぎ

候
は
ば
、
都
鄙
に
か
か
わ
ら
ず
触
継
を
呼
び
立
て
、
吟
味
に
及
ぶ
可
く
候

ひ
と

一
、
本
山
寺
職
の
義
は
、
細
草
檀
林
能
化
職
の
仁
な
ら
で
は
ま
か
り
成
り
申
さ
ざ
る
事

一
、
其
の
門
中
本
山
境
内
に
之
れ
有
り
候
学
室
の
義
は
、
其
の
門
内
の
講
談
所
た
る
べ
き
事
、
之
れ
に
依
っ
て
新
説
昇
進
・
能

と
り
ざ
た

化
職
等
の
取
沙
汰
一
切
無
用
た
る
べ
き
事

い
か
よ
う

但
し
、
如
何
様
の
由
緒
之
れ
有
り
候
と
も
、
又
は
近
例
其
の
取
沙
汰
い
た
し
来
り
候
と
も
、
向
後
は
ま
か
り
成
り
申
さ
ず

候
事

「
細
草
檀
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
檀
に
至
る
軌
跡
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細
草
檀
林
に
お
い
て
、
或
い
は
学
寮
零
落
に
及
び
、
或
い
は
焼
失
後
未
再
興
致
さ
ざ
る
の
向
き
も
之
れ
有
る
由
相
聞
こ
え
候
、

是
等
は
不
学
不
道
の
根
元
に
候
間
、
其
の
門
徒
真
俗
志
し
を
合
わ
せ
、
早
速
再
興
せ
し
む
可
き
事
に
候
以
上

以
上
の
五
箇
条
に
つ
い
て
、
銘
々
の
本
山
が
承
伏
し
た
な
ら
ば
、
早
速
請
書
を
提
出
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
各
本
山
は
と
云
う
と

（
別
｝

現
状
に
つ
い
て
の
弁
明
を
し
つ
つ
請
書
を
提
出
し
て
い
る
。

天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
春
、
伏
見
大
亀
谷
檀
林
の
八
品
派
報
寿
院
能
化
が
、
突
然
細
草
檀
林
能
化
に
横
入
（
横
滑
り
の
赴
任
）

し
て
く
る
と
の
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
細
草
檀
林
開
創
以
来
、
檀
林
の
最
高
位
で
あ
る
能
化
は
、
そ
の
檀
林
で
学
ん
だ

所
化
が
次
第
に
昇
進
し
て
、
伴
頭
職
を
経
た
後
に
就
く
習
わ
し
で
あ
り
、
他
の
檀
林
よ
り
能
化
が
移
っ
て
来
た
例
は
無
い
。
こ
の
件

に
つ
い
て
、
大
石
寺
・
妙
蓮
寺
・
西
山
本
門
寺
の
所
化
一
同
は
強
く
反
対
し
、
伴
頭
便
妙
日
満
（
後
の
久
遠
院
日
騰
）
が
役
寺
本
妙

（
型
）

寺
に
こ
の
旨
を
願
い
出
た
結
果
、
細
草
檀
林
で
の
能
化
横
入
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
は
、
そ
の
ま
ま
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。

一
、
冨
士
・
八
品
両
派
に
お
い
て
は
、
細
草
を
表
檀
林
、
大
亀
谷
を
裏
檀
林
と
相
心
得
申
す
可
き
事

み
ぎ
り
ば
ん
し
よ
ぶ
と
う

つ
か
さ
や
く

げ
室
ち

一
、
細
草
檀
林
に
お
い
て
部
転
の
胸
、
本
疏
部
頭
已
上
は
勿
論
、
す
べ
て
司
役
に
昇
進
致
し
候
面
々
は
、
夏
末
後
出
府
の
上
、

両
役
寺
へ
吹
聴
届
け
に
ま
か
り
越
し
申
す
可
き
事

し
よ
う
ふ
く

右
の
条
々
、
銘
々
の
本
山
承
伏
候
は
ば
、
早
速
請
書
差
し
出
し
申
さ
る
可
き
様
相
達
す
可
く
候
、
以
上

（
天
保
十
二
年
Ⅱ
一
八
四
二

書
添

丑
十
二
月

本
妙
寺

長
応
寺
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寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
っ
た
。

こ
の
間
一
八
一
年
と
い
う
長
い
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
に
な
る
。
鐘
に
は
細
草
村
を
中
心
に
四
六
名
の
名
の
み
な
ら
ず
、
全
員
が
苗
字

も
入
り
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
檀
林
が
地
元
民
及
び
近
隣
村
々
の
人
々
か
ら
尊
崇
の
念
を
も
っ
て
支
援
さ
れ
て
い
た
証

と
い
え
る
。
復
興
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
の
は
幕
末
で
あ
り
、
間
も
な
く
時
は
明
治
へ
と
移
り
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃
檀
に
至
っ
た
。

し
て
ざ

喚
鐘
は
植
林
の
あ
っ
た
敷
地
の
一
角
に
頭
上
高
く
設
置
さ
れ
、
ま
た
東
門
（
裏
門
）
は
、
四
天
木
の
要
行
寺
山
門
に
、
御
影
と
大

施
主
の
敬
台
院
殿
位
牌
、
開
山
日
達
上
人
・
日
崇
上
人
の
位
牌
は
地
元
の
南
林
山
住
本
寺
須
弥
壇
に
移
さ
れ
現
在
も
大
切
に
守
ら
れ

て
い
る
。
（
図
１
、
図
２
参
照
）

「
細
軍
檀
林
」
開
設
の
背
策
と
朧
棚
に
至
る
軌
跡

図7細草梗林時のI典鐡（嘉永2 <1849>

年再鋳造）

(図4参照）

こ
う
し
た
中
で
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
、
細
草

檀
林
八
八
代
能
化
と
な
っ
た
久
遠
院
日
騰
は
、
二
・
三

の
有
志
者
と
檀
林
の
復
興
を
計
っ
た
こ
と
が
日
霜
の

「
細
草
檀
林
の
後
記
」
（
羽
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
日

播
自
ら
も
二
年
後
、
日
騰
の
後
を
承
け
て
八
九
代
能
化

と
な
り
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

復
興
の
兆
し
は
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
「
喚

鐘
」
（
図
７
）
の
再
鋳
造
に
も
看
る
こ
と
が
で
き
る
。

喚
鐘
の
刻
字
か
ら
、
最
初
に
喚
鐘
が
鋳
造
さ
れ
た
の
は
、
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江
戸
幕
府
は
、
寛
永
八
（
一
六
三
二
年
と
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に
「
新
寺
建
立
禁
止
令
」
を
出
し
、
更
に
「
寺
請
制
度
」

じ
き
ん
さ
た

を
定
め
、
宗
教
論
争
や
自
讃
殿
他
を
禁
止
す
る
な
ど
、
強
力
に
宗
教
統
制
を
お
こ
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
、

各
宗
派
は
内
部
の
興
学
に
力
を
注
い
だ
た
め
、
宗
派
を
問
わ
ず
各
地
に
学
問
所
が
開
設
さ
れ
た
。
日
蓮
門
下
で
も
関
東
に
檀
林
が

次
々
と
開
創
さ
れ
、
細
草
檀
林
も
そ
の
流
れ
の
な
か
に
あ
っ
た
。
大
施
主
敬
台
院
殿
の
支
援
に
よ
り
、
草
深
い
細
草
の
地
に
幕
府
お

声
掛
か
り
の
檀
林
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
元
民
の
檀
林
や
学
僧
へ
の
支
援
も
大
き
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

寛
政
の
学
寮
火
災
は
、
そ
の
後
の
檀
林
運
営
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
っ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
関
係
者
の
尽
力
に

よ
り
幕
末
に
は
再
興
し
、
喚
鐘
の
再
鋳
造
も
成
っ
た
。
し
か
し
、
時
の
流
れ
に
棹
さ
す
こ
と
も
儘
な
ら
ず
各
檀
林
同
様
に
明
治
の
廃

檀
に
至
っ
た
。
本
山
の
期
待
に
熱
く
燃
え
て
学
に
志
し
た
学
僧
た
ち
の
姿
は
、
現
代
に
生
き
る
人
々
の
心
を
打
つ
も
の
が
あ
る
。
だ

が
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
重
要
な
史
実
は
埋
没
し
、
「
植
林
」
と
い
う
言
葉
さ
え
知
ら
な
い
人
々
が
多
い
こ
と
を
只
嘆
か
わ
し
く
思

う
次
第
で
あ
る
。

註
（
１
）
茂
原
市
の
大
本
山
鷲
山
寺
の
創
建
は
、
「
茂
原
市
史
」
茂
原
市
発
行
、
昭
和
四
一
年
八
月
一
五
日
、
八
三
頁
で
は
建
治
三
年
と
あ
る
。

「
東
金
市
史
」
（
総
集
篇
）
東
金
市
役
所
発
行
、
昭
和
六
二
年
三
月
二
五
日
、
五
七
○
頁
は
、
史
料
に
基
づ
き
建
治
二
年
と
し
て
い
る
。

（
２
）
東
金
市
の
北
方
丘
陵
一
体
に
は
、
江
戸
時
代
に
朱
鷺
が
多
く
棲
息
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
鴇
ヶ
峰
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
３
）
「
東
金
市
史
」
（
資
料
篇
三
）
東
金
市
役
所
発
行
、
昭
和
五
五
年
二
月
一
○
日
、
五
七
○
頁

お
わ
り
に
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（
ｕ
）
鳳
凰
山
要
行
寺
は
、
正
和
四
（
一
三
一
五
）
年
四
月
四
日
、
日
報
が
創
立
し
た
古
刹
で
あ
る
。
当
寺
は
、
法
華
宗
の
中
本
山
で
大
本

山
茂
原
鷲
山
寺
兼
帯
所
で
あ
っ
た
。

（
吃
）
古
山
豊
編
著
「
法
雲
山
遠
霜
寺
細
草
檀
林
」
四
四
～
四
九
頁

（
旧
）
敬
台
院
殿
妙
法
日
詔
大
姉
第
三
百
五
十
回
遠
忌
記
念
展
「
敬
台
院
殿
の
生
涯
と
信
仰
」
総
本
山
大
石
寺
宝
物
殿
展
示
実
行
委
員
会

平
成
二
七
年
五
月
一
五
日
発
行
、
八
～
一
一
頁

（
Ｍ
）
日
精
（
一
六
○
○
～
八
三
）
は
了
玄
院
と
号
す
。
江
戸
浅
草
に
松
平
阿
波
守
至
鎮
の
室
よ
り
の
帰
依
を
受
け
て
敬
台
山
法
詔
寺
を
創

建
す
る
。
「
上
総
沼
田
檀
林
に
て
勤
学
其
の
節
了
玄
に
［
第
十
八
代
精
師
の
事
な
り
］
頼
ま
れ
、
敬
台
院
様
御
母
儀
譽
和
鶴
禅
定
尼

［
小
笠
原
秀
政
室
峯
高
寺
殿
］
十
七
年
忌
万
事
肝
入
、
其
の
上
法
詔
寺
の
御
建
立
御
法
事
毎
度
御
用
相
勤
む
。
」

（
喝
）
「
日
蓮
宗
事
典
」
日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
日
蓮
宗
日
蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
報
恩
奉
行
会
昭
和
五
六
年
一
○
月
一
三
日
発
行

以
下
（
Ｚ
か
ら
（
サ
）
の
寺
院
に
つ
い
て
は
同
資
料
参
照

（
略
）
「
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料
編
中
世
３
（
県
内
文
書
２
）
平
成
一
三
年
三
月
二
五
日
発
刊
財
団
法
人
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
千

「
細
草
植
林
」
開
設
の
背
景
と
廃
檀
に
至
る
軌
跡

（
９
）
榎
木
境
道
著
「
日

（
岨
）
同
右
五
二
四
頁

（
ｕ
）
鳳
凰
山
要
行
寺
は 「日

（
８
）
同
右
九
一
頁

（
７
）
古
山
豊
編
著
「
法
雲
山
遠
霜
寺
細
草
植
林
」
法
華
宗
（
本
門
流
）
南
林
山
住
本
寺
、
平
成
二
九
年
六
月
第
二
刷
、
一
○
八
～
九
頁

（
５
）
石
井
与
一
郎
記
「
沼
田
植
林
誌
」
未
刊
（
「
東
金
市
史
」
（
資
料
篇
三
）
）
一
○
五
五
～
六
頁

（
６
）
本
植
林
は
、
本
國
寺
一
○
世
仏
眼
院
日
純
（
京
都
妙
満
寺
三
○
世
）
が
創
設
し
た
勝
劣
派
の
檀
林
で
あ
る
。
妙
満
寺
派
の
学
徒
の
み

な
ら
ず
、
陣
門
流
な
ど
幅
広
く
学
徒
が
集
ま
り
、
盛
時
は
約
八
○
○
人
を
擁
し
た
と
い
う
。
能
化
は
越
後
本
成
寺
や
妙
満
寺
貫
首
に

（
４
）
同
右
五
七
二
頁

晋
山
し
て
い
る
。

寛
上
人
と
興
学
」
妙
教
編
集
室
編
集
・
発
行
、
平
成
一
五
年
七
月
二
二
日
、
五
二
三
頁
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葉
県
発
行
に
は
同
寺
収
蔵
の
貴
重
な
史
料
五
一
○
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
灯
）
榎
木
境
道
著
「
日
寛
上
人
と
興
学
」
六
四
二
頁

（
肥
）
芹
沢
寛
哉
「
細
草
檀
林
考
」
「
大
崎
学
報
」
第
一
二
一
号
、
立
正
大
学
仏
教
学
会
、
昭
和
四
一
年
七
月
刊
行
、
九
一
頁

（
四
）
榎
木
境
道
著
「
日
寛
上
人
と
興
学
」
六
四
七
頁

（
加
）
藤
井
学
編
著
「
本
能
寺
史
料
本
山
篇
」
上
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
八
年
、
四
六
五
～
四
六
六
頁

（
劃
）
古
山
豊
編
著
「
法
雲
山
遠
落
寺
細
草
檀
林
」
一
二
九
～
三
一
頁

（
配
）
榎
木
境
道
著
「
日
寛
上
人
と
興
学
」
六
四
七
頁

（
認
）
古
山
豊
編
著
「
法
雲
山
遠
謡
寺
細
草
檀
林
」
一
二
九
頁
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